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６種類 の純粋な石鹸，すなわち ラウリン酸 ナ ト リ ウ

ム,  ミリスチ ン酸 ナリ ウム, オレイン酸 ナトリウム，

ラウリン酸 カリウム， ミリスチン 酸 カ リウ ムお よ び

オレイン 酸カ リウムと,    3種類 の 市販洗剤， すなわち

マルセル石鹸， 硫酸 エ ステル 型洗剤， お よび スルホン

酸型 洗剤各1 種，お よびエロ カ レＯＴ について，毛管分

析を行な った。す なわち，これらの水溶液を200CC 用ノ

スシリソダ ーにlOoc づつ入れて コル ク栓をし，その中

に巾lcm 長さ25cm に切った濾紙（東洋濾紙, No.  50，

ペ ーパ ークp マト用）を懸 垂し，濾紙の下端1cm が洗

剤溶液中に浸るようにし，溶液の上昇した高さｈと時間

ｔ との関係を測定した。 また, 120 分後 に濾紙を取出し，

工研中性指示薬（0.01％）を噴霧すると， 洗剤の存在す

る部分は青色を呈するのでに れから洗剤の上昇比（Rf)

の値を求めた。

溶液 が上昇した高 さｈ と時間ｔ との関係については，

ｔ が小 さい うちは，h の自乗はｔ にほぼ比例するが，時

間がたつにつれて，上昇速度は次第におそくなり，つい

にはｈは平 衡値ho・ に達する。ｈ がｈ･｡に達するまでの

時間および ‰･ の値は，洗剤の種類お よび 濃度に よって

ことなる。 また，上昇比の値 も，洗剤の種類お よび濃度

によってことなるが，この場合は，洗剤の濃度が大きく

なると,  Rf の値は100 ％ に近づくことが認められた。


